
事例：No. １２ 

 

ロングリーチグラップル導入による効率の良い素材生産 

 

1.林業事業体等名    北但西部森林組合
ほくたんせいぶしんりんくみあい

     

2.林業事業体の概要 

① 年間素材生産量    １３,０００㎥ （うち 間伐の占める割合９５％）        

② 生産する主な樹種   スギ､ヒノキ                                  

③ 素材生産に関わる作業員数   １３名（４名×２セット､５名×１セット）      

 

3.取組の特長 

・スイングヤーダの使用を極力減らし､グラップルによる集材の割合が高くなるように 

作業路網を適切に配置する工夫を行っている｡ 

・３班体制を整えるため､平成２２年度にロングリーチグラップル､平成２３年度にハー

ベスタ､平成２４度には積載量６ｔクラスのフォワーダを順次導入して､効率的かつ安

定した素材生産を行っている｡  

 

4.具体的な内容 

 ① 施業方法：現地状況に応じて､使用する機械を選定し､そのシステムにあわせた作業道

の開設を行うことで､効率の良い作業を実施している｡ 

② 使用機械：バックホー(グラップル兼用)２台､ミニバックホー(グラップル兼用)１台､

ロングリーチグラップル１台､スイングヤーダ２台､プロセッサ２台､ハーベスタ１台､

フォワーダ４台 

③ 作業システム：以下のとおり 

１）旧作業システム（４人/セット） 

 

 

 

 

２）現行作業システム（４人/セット） 

 

 

 

 

 

④ 森林作業道の作設方法：１５０ｍ～２００ｍ/ｈａ､幅員３ｍ､２,０００円/ｍ 

   開設担当者と林産担当者が､現場において充分な踏査･協議を行い効率の良い搬出作

業に向けた線形と土場の確保を図る｡ 

 

≪ 伐 倒 ≫ 

チェーンソー 

≪ 集 材 ≫ 

グラップル 

スイングヤーダ 

≪ 造 材 ≫ 

プロセッサ 

 

≪ 運 材 ≫ 

フォワーダ 

４ｔ 

≪ 巻立て ≫ 

グラップル 

 

≪ 伐 倒 ≫ 

チェーンソー 

≪ 集 材 ≫ 

ﾛﾝｸﾞﾘｰﾁｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 

スイングヤーダ 

≪ 造 材 ≫ 

プロセッサ 

ハーベスタ 

≪ 運 材 ≫ 

４ｔフォワーダ 

６ｔフォワーダ 

≪ 巻立て ≫ 

グラップル 

 



⑤ 労働生産性及び素材生産コスト 

 旧作業システム 新作業システム 

利用間伐 
労働生産性 素材生産コスト 労働生産性 素材生産コスト 

８～１０㎥/人･日 ５,５００円/㎥ １０㎥以上/人･日 ５,０００円/㎥ 

 従来の作業システムと新しい作業システムとの組み合わせにより､様々な現場に柔軟に

対応しながら､労働生産性の向上･生産コストの削減を行い､組合員への利益還元に成果

を上げている｡ 

 

5.今後の取組等 

  北但西部森林組合は､高効率で低コストな素材生産を実施するための努力を怠らず､積極

的に林業の機械化に取り組んできた｡ 

  県内では平成２６年度からバイオマス利用の需要が増加することが確実な状況であるこ

とから､平成２５年度にグラップル付きフォワーダ等高性能林業機械を購入することと合

わせて､林産班の増員(３班⇒４班)に向けた体制強化を進めている｡ 

  今後は､年間計画に基づく『安定的な素材供給による経済性の向上』と､過去から将来に

わたる『森林の保続性･生産力の向上』の両立を念頭に置きながら､バランスの良い素材生

産を行うことが期待される｡ 

 

  

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

所属：兵庫県但馬県民局 豊岡農林水産振興事務所 森林林業課  

役職・氏名：課長補佐 尾畑俊彦                         

連絡先：TEL 0796-26-3699   FAX 0796-24-8163                


